	11年度 第１回早大中国塾　(11年４月例会)

	いよいよ新年度、4月です。しかし、例年と違い、東日本大震災、福島原発事故の後遺症でわれわれの心は晴れません。留学生諸君の悩みも多いと思います。一刻も早い被災地の復興と原発リスクの効果的抑制を期待いたします。今回の塾では、参加者の皆さんと、今、日本が直面している未曽有の国難を取り上げ、どのようにこの危機を克服していくべきか、また、近隣国との共同防災協力面での可能性などについて議論したく思います。合わせて、中国塾メンバー有志（延べ11人）が3月末から4月初に上海、杭州を訪問し、講演実施、セミナーに参加したり、大学教授陣、研究者や学生と行った交流についての所感のご報告をいたします。
久しぶりの方も、初めての方も大歓迎です。奮ってご参加ください
開催
日時・

場所
11年4月23日（土）13：30～17：30

早稲田大学（別館）19号館、(3階)309号室。開催場所（教室）がいつもと違いますので、ご注意ください。地下鉄東西線早稲田駅下車徒歩6－7分。または、ＪＲ高田馬場駅前の早稲田正門行きバスで西早稲田バスストップ下車。グランド坂を２分下る。アジア太平洋研究科が入居している10Ｆ建てビルです。
http://www.waseda.jp/gsaps/info/traffic_jp.html参照。
発表

内容

△特集：東日本大震災、福島原発事故にどう向き合うか。
（1） 総論
（2） 講演：「東日本大地震、大津波と福島原発事故と中国への教訓」

（3） 議論

△上海訪問、杭州訪問に関する報告、感想
（１）総論（復旦大学でのセミナー、浙江大学との交流）

（２）所感報告
△その他
発表者

△特集：東日本大震災、福島原発事故

（１）、（２）木下中国塾長
（２）参加者一同で

△上海訪問、杭州訪問の報告、感想

（１）木下中国塾長

（２）童適平、兪剛、須賀努、谷美里、有沢雄毅（敬称略）
主催
早大中国塾塾長木下俊彦（早大産業経営研究所特別研究員。福岡県留学支援センター日本文化塾名誉塾長。（株）アジア人材開発顧問他）。（携帯090-83134403）
Email: toshi-kinoshita@nifty.com　
連絡
担当
Mr. 談万青（上海駐在、PriceWaterHouse Coopers勤務）

(アシスタント)Mr.宇津木貴志（携帯）090-9379-0457 、
顧倬豪　
後援
中国留学生交流支援立志会（代表：五十嵐貞一氏）

（株）アジア人材開発（代表：折敷瀬興氏）

福岡県留学生サポートセンター日本文化塾（代表：青木麗子氏）

日中産学官交流機構（事務局長：柳瀬豊昭氏）
早稲田大学中華経済研究所（代表：林華生教授）



	


